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中 国社 会 学 の 性 格 につ い て











































































































させた ものであって,マ ルクス主義 と社会学 と









































用 した。 かれは サ ン シー モ ン(聖 西門)の 弟子
で,サ ンーシモ ンの祕書 を5年 間したの ちに∫師
の死後 には師の学派か ら独立 した。そ して,『実
証哲学講義』6巻 を出版 した。社会学は,コ ン
トの学聞 の分類 の中で ぽ大 きな位置 を占めてい
る。『実証哲学講 義』の第3巻 までは,ま だ コン
トは社会学 の用語 を用 いず,社 会理論の問題 を
研究 す る学 問に対 して,円サ ンーシ毛ン の用語で
あ る「社会物理 学」とい う用語 を使用 していた。
1839年,第4巻の中で,か れははじめて 「社会
学」 とい う名称 に改 めた。 とい うあ も,社 会学
は,社 会 の現実 や政 治の現実 を研究す る実証主
義 的 科 学で あ るか らで あ る。 コン トの 著作 は
1830年か ら1842年にかけてパ リで出版 された も
のであ った。マル クスが コン トを研究 したの は
1866年であ って,コ ン トの代表作 が出版 され た
のは,ま だマル クス主義 が創立 され る以前の こ
とであ る。マル クスがコ ン トを研究 したのは,
『経済学批 判』 出版 の7年 後 の 『資本論』の第
1巻が間 もな く出版 され る時であ った。 マル ク
スの コン トに対 す る評価 は非 常に低い。1866年
7月,マル クスはエ ンゲル スへの手紙の中で「僕
はいまついでに コン トを研究 してい る。 とい う
のは,イ ギ リス人 た ちや フランス人 た ちが こい
つについて大騒 ぎ をしてい るか らだ。彼 らをそ
れにひ きつけ る ものは百科全書 的な もの,総 合
的な ものだ。・だが,ヘ ーゲルに比べれば惨 な も
のだ(コ ン トは専門の数学者 お よび物理学者 と
してはヘーゲル よ りす ぐれてい る。つま'り細部
ではす ぐれてい るとはい え,ヘ ーゲルは この分
野において さえ全 体 としては無限に彼 よ り偉大
なのだ)。しか もこの くだ らない実証主義 は1832
年に刊行 されたのだ1.」2)。エ ンゲルズには,18
95年コジ トを専門的に論 じた手紙があ る。 エ ン
ゲルスは手紙 のなかで 「コン トは,そ の天才 的
な諸理念 を すべて サ ンーシモ ンか ら受 けつ ぎま
したが,そ れ を組みあわせ るのに さい して,彼
独特のや り方 でか えって改悪 して しま ったどい
うこと,す なわ ち,彼 は,そ れ らに付着 した神
秘主義の衣装 を は ぎとると同時に,'これを低 い
水準 まで引 きおろ して,惰 分の力な りに俗物化
した,∫どい う乙とです」3)と述 べている。 マル
クスとエンゲルス はヂかれ らの著作の中癒 「社























































的任務は,人 間の本性 のあれ これの欲求が充



































































































































る」 とい う観点やスペンサーのいう 「社会有機


























































































































































































以 上,于 光遠 の講演 であ るが ここに述べ られ
てい ることは中国の社会学 の性格 に限定 され る
ものではな く,人 間 と社会 のあ らゆる現象 をみ
る視 点であ る。当然の ことではあるが,社 会学
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